
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主

な
も
の
は
、
▽
大
蔵
村
肘
折

地
区
等
の
地
す
べ
り･

土
砂

崩
落
に
対
す
る
対
策
や
肘
折

温
泉
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
、

▽
道
路
の
凍
上
災
等
に
対
す

る
調
査
や
、
飛
島
漁
港
等
の

災
害
復
旧
事
業
、
▽
豪
雪
災

害
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
遺
族

へ
の
災
害
弔
慰
金
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
へ
の

対
応
と
し
て
、
学
校
や
保
育

所
等
の
給
食
の
放
射
性
物
質

検
査
や
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
配

備
関
連
の
経
費
の
追
加
、
ハ

ル
ビ
ン
と
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
追
加
運
航
へ
の
支
援
、

山
形
駅
西
口
拠
点
施
設
検
討

の
た
め
の
有
識
者
懇
談
会
設

置
の
費
用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
補
正
予
算
総
額
は

約
９
億
９
２
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
高
橋
ち
づ
子
衆

院
議
員
の
通
信
を
紹
介
し
ま

す
。
国
会
で
国
民･

県
民
の

怒
り
を
代
弁
し
た
ち
づ
子
議

員
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん

で
く
だ
さ
い
。(

以

下
、
６
月
26

日
付

「
ち
づ
こ
通
信
」
よ

り
転
載)

＊

＊

＊

自
公
民
３
党
合
意
で
修
正

さ
れ
た
増
税
法
案
が
26
日
、

衆
議
院
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
怒
り
を
こ
め
て
反
対
討

論
に
た
ち
ま
し
た
。

一
番
言
い
た
か
っ
た
の
は
、

消
費
税
増
税
と
い
う
重
大
改

悪
を
、
自
公
民
３
党
の
合
意

と
い
う
形
で
決
め
て
し
ま
っ

た
こ
と
。
み
ん
な
で
渡
れ
ば

こ
わ
く
な
い
？

１
２
９
時

間
も
審
議
し
た
と
自
慢
し
ま

す
が
、
修
正
案
の
審
議
は
わ

ず
か
に
13
時
間
。
今
後
、
年

金
や
高
齢
者
医
療
な
ど
社
会

保
障
制
度
の
在
り
方
は
、
３

党
合
意
が
な
い
と
実
現
し
な

い
と
、
し
ば
り
が
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
な
ん
で
も
「
３
党

談
合
」
で
決
め
て
し
ま
う
な

ら
、
国
会
の
自
殺
行
為
だ
！

と
力
を
こ
め
ま
し
た
。

本
会
議
当
日
、
57
名
の
民

主
党
議
員
が
反
対
票
を
投
じ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
小
沢
グ

ル
ー
プ
の
票
読
み
を
ず
っ
と

マ
ス
コ
ミ
が
追
っ
か
け
て
い

ま
し
た
が
、
小
沢
氏

が
本
当
に
消
費
税
増

税
に
反
対
な
ら
、
21

日
の
会
期
延
長
に
反

対
し
て
い
た
ら
、
廃
案
に
な
っ

た
の
で
す
。
政
権
交
代
直
後

に
幹
事
長
だ
っ
た
責
任
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
会
期

切
れ
は
野
田
総
理
と
谷
垣
総

裁
の
任
期
切
れ
。
き
っ
ぱ
り
、

解
散
総
選
挙
し
か
あ
り
ま
せ

ん
！

「
国
会
の
自
殺
行
為
だ
！
」

県
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
19
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
13
議
案
の
う
ち
、

今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

吉
村
美
栄
子
知
事
は
６
月
21
日
、

県
議
会
本
会
議
で
自
民
、
県
政
ク

ラ
ブ
の
代
表
質
問
に
答
え
、
「
山

形
県
の
発
展
の
た
め
に
引
き
続
き

県
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
県
民
の
審
判
を
仰
ぐ
決
意
を
固

め
た
」
と
述
べ
、
次
期
知
事
選
に

立
候
補
す
る
意
思
を
表
明
し
ま
し

た
。

□

□

日
本
共
産
党
山
形
県
委
員
会
は
、

前
回
２
０
０
９
年
知
事
選
に
お
い

て
、
吉
村
氏
と
政
策
合
意
を
し
て

支
援
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
期
目
の
３
年
間
の

県
政
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
前
県
政

の
時
に
削
減
さ
れ
た
県
民
生
活
に

か
か
わ
る
補
助
金
の
復
活
や
、
県

民
要
望
の
実
現(

子
ど
も
医
療
費

助
成
、
私
学
助
成
、
福
祉
施
設
整

備
の
利
子
補
給
、
農
業
予
算
の
拡

充
、
少
人
数
学
級
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
創
設
な

ど)

、
震
災
避
難
者
の

受
け
入
れ
な
ど
の
対

応
や
、
「
卒
原
発
」
と

し
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
を

打
ち
出
し
た
点
な
ど
、

一
定
の
評
価
を
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
最
上
小
国
川
ダ
ム
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党

県
議
団
と
し
て
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

治
水
対
策
を
提
案
し
、
建
設
に
は

反
対
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
県
政
に
つ
い
て
は
、
国

政
が
総
選
挙
含
み
の
情
勢
で
あ
り
、

税
や
社
会
保
障
で
の
県
民
生
活
に

対
す
る
影
響
を
は
じ
め
と
し
て
、

様
々
な
政
治
課
題
が
予
想
さ
れ
ま

す
。現

在
、
共
産
党
山
形
県
委
員
会

は
、
県
民
が
望
む
県
政
に
つ
い
て

の
政
策
検
討
を
進
め
て
お
り
、

「
県
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
最
優

先
に
す
る
」
と
し
た
吉
村
知
事
の

基
本
姿
勢
が
つ
ら
ぬ
か
れ
る
の
か

ど
う
か
を
含
め
、
協
議･

検
討
を

重
ね
て
知
事
選
に
対
す
る
対
応
を

決
定
す
る
方
針
で
す
。

日
本
共
産
党
の
高
橋

ち
づ
子
衆
院
議
員
が
６

月
23
日
、
山
形
入
り
し
、

緊
迫
し
た
情
勢
下
の
国

会
報
告
を
Ｊ
Ｒ
山
形
駅

近
く
の
街
頭
か
ら
お
こ

な
い
、
私
も
と
も
に
訴

え
ま
し
た(

写
真)

。

高
橋
議
員
は
、
民
主
、

自
民
、
公
明
の
３
党
が

密
室
で
談
合
し
て
「
合

意
」
し
、
消
費
税
増
税

と
社
会
保
障
改
悪
の
法

案
を
成
立
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
告
発
。

き
び
し
く
批
判
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
国
民･

県
民
の
反
対
の
声
を
紹

介
し
、
廃
案
に
す
る
た

め
全
力
を
尽
く
す
決
意

を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
衆
議
院
で
採

決
が
強
行
さ
れ
た
６
月

26
日
に
は
、
石
川
渉･

衆

院
山
形
１
区
候
補
と
と

も
に
街
頭
か
ら
訴
え
、

採
決
強
行
に
抗
議
。
引

き
続
き
反
対
世
論
を
広

げ
、
舞
台
を
移
し
た
参

議
院
で
廃
案
に
追
い
こ

も
う
と
訴
え
ま
し
た
。

高 橋 ち づ 子
衆 院 議 員

補
正
予
算
の
特
徴

高
橋
ち
づ
子
衆
院
議
員
、
石
川
渉･

衆
院
１
区
候
補
と
緊
急
街
頭
演
説

地 す べ り

豪雪、
暴風

自
然
災
害
へ
の
対
応
県
議
会
６
月
定
例
会

消
社

消費税増税
社会
保
障

「
談
合
」
許
さ
な
い
!!

ゆ
り
子

の
視
点


